
運営推進会議開催状況報告書 

事業所名（特別養護老人ホーム春日野園）（自 令和 3 年 4 月 至 令和 4 年 3 月） 

第 2 回 開 催 日 時 令和 3 年 8 月 21 日（土） 10：00 ～ 11：00 

参 加 者 主 な 議 題 

利用者 0 名 Ⅰ．１）春日野園活動報告 R3.6 月～R3.7 月 

利用者家族 1 名    ・特養 

   ・ショート 

   ・デイ 

   ・居宅 

事業者 6 名 Ⅱ．新型コロナウイルスについて 

地域住民代表等 0 名 Ⅲ．災害について 

（春日野町内会） 1 名 Ⅳ．外国人技能実習生について 

（山本社協） 1 名  

（春日野社協） 1 名  

（地域包括） １ 名  

その他（信々会監事） 1 名  

主 な 要 望 ・ 助 言 等 対 応 状 況 

Ⅰ．春日野園活動報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）新任の職員紹介 

 施設長：柏 明宏 

 マネージャ―：風早 由紀子 

２） 特別養護老人ホーム 

入居者数：80 名 

申し込み者数：１８４ 

【WEB による外部講師による体操の開催】 

・ガンバルーン体操 

・ケアビクス 

・チェアヨガ 

【ちょっと豪華ランチ】 

・コロナ禍で外出もできず、こもりがちな生

活が多い入居者様に少しでも元気になって頂

きたいという思いで月に 1 度、普段より豪華

な食事の提供。 

【行事レク】 

密にならないよう感染対策を行いながらユニ

ットで開催。 

【ユニットレク】 

施設行事以外にもユニットごとにレクリエー

ションの開催をご入居者のニーズに沿って実

施。 

【ワクチン接種について】 

1 回目は 6 月 11 日・18 日、2 回目は 7 月 2

日・9 日と接種済。 

【栄養士の実習生の受入れについて】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 月 5 日～7 月 9 日の 5 日間広島文化学園短

期大学から栄養士の実習生の受入れを実施。 

【喀痰吸引・注入（胃ろう）の実地研修につ

いて】 

医療的ケアの実施体制を行う為、喀痰吸引・

胃ろう（注入）の研修を実地中。 

【その他】 

あん摩マッサージ師によるマッサージの実

施。 

内部研修を 1 回／１ヵ月開催。 

３） ショートステイ 

稼働率：８８．５％ 

登録者：８７名 

問い合わせ：２３件 

新型コロナウイルスの感染対策を行いなが

ら、季節にあったレクリエーションの提供を

実施している。今回の豪雨の影響で１４日に

５名の方の受入れを行った。また、月曜から

１組の受入れ予定。（夫婦 夫要介護 妻 

要支援） 

４） デイサービス 

登録者：６３名 

１日当たりの平均利用：１９．１名 

平均介護度：１．６５ 

デイサービスでは５感プログラムの取り組み

を実施中。 

味覚：選択メニューや季節感を感じて頂くよ

うな調理レクを実施。 

視覚：視覚で最終的に楽しめるような壁面飾

りの作成。 

聴覚：音や声を使ってのレクリエーションの

実施。 

嗅覚：においや香りに重点を置いたレクリエ

ーション 

触覚：手で触った感覚を意識できるようなレ

クリエーション 

５） 居宅 

担当ケース数：介護２４名 支援１名 

担当の地区別：山本５名、西原１名、川内２

名、緑井２名、口田１０名、落合南１名、戸

坂２名、牛田１名 

【困難事例の報告】 

・遠縁に当たる方が介護 



 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．新型コロナウイルスについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（春日野町内会長様より） 

感染については現在拡大している状況なので、

春日野住民から地域交流室の使用依頼があれば

控えて頂くように伝えて頂きたい。 

 

Ⅲ．災害について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・老人性鬱病の方 

・認知症の進行でインシュリンの接種が難

しい方。 

・詐欺被害 

【研修報告】 

・介護報酬改定、成年後見制度、認知症、

支援困難事例、感染症、災害 等 

 

１） 春日野園での職員同居家族の発生について 

【発生状況】 

令和３年８月１２日職員同居家族が陽性とな

りホテル療養となった。対象職員については

同日より自宅待機となった。 

【事業所の対応】 

対象ユニットのみ隔離対応を実施。職員、ご

利用者の接触を中止。 

【今後の対応】 

１７日、２５日に PCR 検査を実施し、陰性

となれば職場復帰とし、対象ユニットの開放

を実施。 

 

 

 

 

 

１） 春日野園で災害発生時の対応について 

【緊急受入れ】 

・８月１４日 ５名（ショートステイにて受

入れを実施） 

・８月１５日 上記受入れのうち１名の方の

お部屋がない状況となり、フロア内にベット

を出し、パーテーションにて仕切りを作り夜

間過ごして頂いた。介護保険課に報告済。 

以後１日１件ペースで問い合わせがあるが、

利用までには至っていない。 

 

【スタッフの避難】 

・８月１２日 １家族避難 

・８月１３日 １家族避難 

・８月１４日 スタッフ３名避難（帰宅困難・

夜間の看取り対応の可能性がある為） 

 【スタッフの被災状況】 

 ・自宅駐車場と１F 玄関に土砂が押し寄せる。



 

 

 

（山本学区社協会長様より） 

避難者は少しずつ減少している。初めて対策本

部を立ち上げた為、いろいろ混乱している。今

から活動を始めることも多い。 

例えば、避難所の中でも、体育で使用するマッ

トを早もの順で取り合ったり、自宅のテントを

避難所に持ち込んで、結果通路がない状況にな

ってしまった。現在はみな平等になるようにテ

ントの使用は控えて頂いている。 

避難所を開設し２日後に必要なもの分かってき

た。女性スタッフ、救急箱、車椅子などが必要

だった。後になって気づくことが多かった。対

策本部で流れを紙に書いていたが、役に立たな

かった。 

実際の被害状況も把握できておらず、これから

把握していく状況になっている。 

避難所は小学校の協力があり、感染対策を行い

ながら避難できている。 

ダムには土石流で土砂が溜まっているので、近

隣の方は避難が続いている。もうしばらく時間

はかかりそう。対策本部も４～５名では活動し

てるので、しんどくなっている。 

今後小学校が始まった時に避難所の使用状況が

不安に感じている。受け入れ施設も限りがあ

り、今後台風等来た場合に住民をどこに避難さ

せて良いか困っている。経済大学にも話に行っ

たが良い返事はなかなかもらえない。 

この度の避難者は徒歩３０分圏域なので日中に

自宅に帰って休んだり、お風呂に入ったりでき

ている。 

困っていることは、避難者が６名ぐらい時で

も、弁当が１００個も届いてしまう。弁当飲料

等破棄に人手がかかってしまう。 

 

（春日野町内会長様より） 

現時点では１世帯の方が避難。 

今回１番困った事は、１日目２日目の支援が行

政からなかった。春日野園に関しても、コロナ

のことも考えて遠慮してしまった。 

非難時のお風呂の問題、エアコンの環境、冷蔵

（２F にて居住） 

 ・自宅付近に土砂が押し寄せ、土砂の撤去作業

をおこなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



庫の使用等、少しでも快適に生活する環境が必

要だと感じた。 

今後防災協定について今後話し合いを行い、見

直しを行っていきたい。 

随時緊急時には連絡を取れる体制を構築してい

きたい。 

（春日野社協会長様より） 

高齢者については５丁目のかたは、３丁目の子

供のところに避難していた。また、垂直非難を

されている方もいた。 

保育園の上など流木等がありダムがあふれそう

な箇所がある。 

今後、防災について協議をしていきたい。 

災害時に避難される高齢者がいる場合は事前に

情報共有をしていきたい（春日野から） 

（地域包括様より） 

包括とつながりがある方は、事前に情報をまと

めていた。包括とつながりがない方については

対応が難しい。また、災害発生時は、包括の方

へ情報があまり連絡ついては入っていない。 

（ご家族代表様より） 

施設については立地状況件について理解してい

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回の運営推進会議 

令和 3 年度 

第２回運営推進会議 令和 3 年 11 月 20 日（土） 

10：00～11：00 

 


